
令 和 ４ 年 第 ７ 回 

富 山 県 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

Ⅰ 開会及び閉会の日時 

令和４年６月 27日（月） 

開会午後１時 00分、閉会午後１時 28分 

Ⅱ 場所 

県民会館 611号室 

Ⅲ 出席委員 

１番  黒田  卓       ２番  町野 利道       ３番   村上 美也子 

  ４番  坪池   宏        ５番  大西 ゆかり      教育長  荻布 佳子 

Ⅳ 説明出席者 

   教育次長      広沢 久也       教育次長          中﨑 健志 

   教育企画課長    坂林 根則       生涯学習・文化財室長  吉田 学 

   教職員課長     板倉 由美子      県立学校課長      番留 幸雄 

   小中学校課長    水戸 英之    保健体育課長      大島 一恵 

Ⅴ 傍聴人数  １人 

Ⅵ 会議の要旨 

 午後１時 00分、教育長が開会を宣する。 

 

１ 会議録の承認について 

   令和４年５月 26日開催の令和４年第６回富山県教育委員会会議録 

  会議録閲覧 

荻布教育長から可否を諮ったところ、全員異議なく承認した。 

 

 ２ 議決事項 

   議案第 15号 富山県教育職員免許状に関する規則一部改正の件 

      教職員課長より説明し、原案のとおり可決した。 

 

 ３ 報告事項 

(1) 臨時代理について（令和４年６月富山県議会定例会に付議する事案に対する意見に関する件） 

  教育企画課長より説明した。 

(2) 令和５年度富山県公立学校教員採用選考検査志願状況について 

  教職員課長より説明した。 

 

４ 今後の教育委員会等の日程について 

     教育企画課主幹より説明した。 

 

 ５ 議決事項 

午後１時 18分、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 14条第７項ただし書の規定に基づき、議案

第 16号及び議案第 17号については、委員全員の同意により会議を非公開とすることを可決し、議事の審議

に入った。 

 

議案第 16号 令和５年度使用義務教育諸学校用教科用図書採択の件 

   小中学校課長より説明し、原案のとおり可決した。 



議案第 17号 富山県いじめ防止対策推進委員会委員任命の件 

   小中学校課長より説明し、原案のとおり可決した。 

   

  なお、非公開で審議した議案第 16号及び議案第 17号については、適切な時期に公表することを決定した。 

 

６ 議事 

○報告事項(2)関係 

〔坪池委員〕 

・教員の募集についてだが、令和３年５月 11日に「特別免許状の授与に係る教育職員検定等に関する指

針」が出ており、そこでは積極的に県が特別免許状を出すようにというような内容が入っており、「優れた

知識経験等を有する社会人等を積極的に登用し、多様な専門性を有する教員組織の構築を図ることが求めら

れる」ということが書いてある。この後、普通科もいくつかのパターンに分かれていくが、学術的な内容を

普通科でやっていくことになると、やはりいろいろな専門性が求められるケースも出てくる。どうやってそ

ういう教員を集めてくるかというのは、必ずしも教員免許を有することについてこだわらず、より積極的に

この趣旨にあった形で採用すればどうかと思う。 

 現在は多分なかなか教員免許が取りにくい、採用しにくい分野について、この制度を使っていると思うの

だが、もう少しこの制度の趣旨をしっかり活かし、もちろん、基準をどう設定するか、あるいは検定での授

与する基準をどうするかといった課題はあると思うが、まずは研究してみたらどうかと思う。 

〔教職員課長〕 

・本県ではもともと特別免許状の制度を使って、看護の免許を特別免許状、教員免許をもちながら看護師の免

許を持つことはなかなか難しいということもあり、看護科の課程で教えてもらう先生を対象とした、看護師

資格を持っている方に特別免許状を発行していた。 

その後、本県の公立学校の採用選考検査の中で、社会人Ｂという枠を設けて、教員免許を持っていない社

会人の方、例えば家庭科とか農業、水産、技術といった免許の取得がなかなか困難である、そういう対象の

科目について一定の社会人経験や、その資格を有し実務経験を持った方に対して採用選考検査で合格した方

に対して特別免許状を発行するという仕組みを設けている。おっしゃるとおり、どういう基準をもうけるか

はなかなか難しいところだが、国からも教員確保が難しい中で特別免許状の活用ということも授与権者とし

ての県教育委員会に対して検討することを求められているところでもあり、今後いろいろ研究していきたい

と思っている。 

〔坪池委員〕 

・これとは別に教員資格認定試験もあるが、小学校の免許は一般試験でやることになっている。高校の免許も

平成 16年度までは国が試験を行っていたが、その試験が廃止になっている。廃止になった時の通知に、今

後の教員資格認定試験のあり方については廃止云々と書いてあるが、教員資格認定試験を撤廃をすることに

より、特別免許状の授与で制度上は大体できるとなっており、要するに国での認定試験はやらないが、県で

そういう機能があるから大丈夫だと、そういう方針も示されているので、今とは社会的なニーズが違うだろ

うと思うのだが、それもまた参考にしてもらえばいいかと思う。 

〔教育長〕 

・確かにこれまでの枠組みだけで考えていてはダメなのだろうと思う。学際的なことを教えるという意味でも、

しかるべき研究的なキャリアを持っている方も考えられるかもしれない。また検討してみたいと思う。 

 

午後１時 28分、議事が終了したので教育長が閉会を宣した。 


